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　前号に引き続き、４月から始まった７５歳以上の方を対象とした後期高齢者医療制度と国民健康保険（国保）の一部の変更についてお知らせします。

　

障
が
い
者
を
扶
養
す
る
保
護
者

に
万
一
の
こ
と
（
死
亡
・
重
度
障

が
い
）
が
あ
っ
た
と
き
、
保
護
者

の
方
が
抱
く
、
残
さ
れ
た
障
が
い

者
の
将
来
に
対
し
て
の
不
安
軽
減

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
加
入
要
件　

次
の
２
つ
で
す
。

①
市
内
在
住
の　

歳
未
満
（
２
０

６５

０
８
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、
保

険
契
約
が
で
き
る
健
康
状
態
の
方

②
知
的
、
身
体
、
精
神
に
障
が
い

の
あ
る
方
の
保
護
者
（
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

○
手
続
き　

所
定
の
書
類
（
申
込

書
ほ
か
）
の
提
出
が
必
要
で
、
全

書
類
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
受
理
で

き
ま
せ
ん
。
受
理
か
ら
、
承
認
判

定
ま
で
約
２
か
月
要
し
ま
す
。
可

能
加
入
期
間
に
注
意
し
て
下
さ

い
。

○
掛
金　

加
入
者
年
齢
に
よ
り
９

ご

案

内

東
京
都
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制

度
（
任
意
加
入
の
共
済
制
度
）
の

３
０
０
円
〜
２
万
３
３
０
０
円

で
、
ま
た
増
額
改
定
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
納
付
期
間
は
、
加

入
期
間　

年
以
上
、
か
つ
加
入
者

２０

の
年
度
初
日
の
年
齢
が　

歳
に
な

６５

る
ま
で
で
す
。

※
脱
退
の
申
出
な
し
に
掛
金
を
２

か
月
滞
納
の
と
き
は
資
格
が
消
滅

し
、
掛
金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

○
年
金
の
支
給　

年
金
支
給
に
は

必
ず
申
請
が
必
要
で
す
。
加
入
者

が
死
亡
ま
た
は
重
度
障
が
い
と
認

め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
月
か
ら

１
口
あ
た
り
月
額
２
万
円
が
終
身

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
問
合
わ
せ
・
提
出
先　

障
が
い

福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４
７
、

6
７
２
４
・
１
１
９
１

受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
　

歳
以
上
の
学
生
で
、
収
入
が

２０
少
な
い
た
め
に
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の

支
払
い
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
毎
年
度
申
請
が
必

要
で
す
。
４
月
以
降
も
こ
の
制
度

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
再
度
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
ま
た
平
成　
１９

年
度
の
学
生
納
付
特
例
制
度
を
希

望
さ
れ
る
方
で
、
ま
だ
手
続
き
を

と
っ
て
い
な
い
方
は
平
成　

年
４

２０

月
ま
で
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
３
月
に
卒
業
さ
れ
た
方

で
収
入
の
少
な
い
方
に
は
若
年
者

納
付
猶
予
等
の
保
険
料
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
４
月
は
窓
口
が
混
雑
し
ま

す
。
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も

っ
て
お
い
で
下
さ
い
。

□問
 

保
険
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
収

穫
し
た
そ
ば
で
作
っ
た
七
国
山
そ

ば
を
、
４
月
５
日
午
前
９
時　

分
３０

か
ら
販
売
し
ま
す
。

※
な
く
な
り
次
第
終
了
で
す
。

○
販
売
場
所　

ふ
る
さ
と
農
具
館

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

七
国
山
そ
ば　

販
売
し
ま
す

ふ
る
さ
と
農
具
館

※
車
で
お
い
で
の
方
は
薬
師
池
公

園
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

【
七
国
山
そ
ば
】

○
生
麺
２
０
０
０
袋
（
１
袋
１
２

０
ｇ
入
り
１
２
０
円
）
１
人　

袋
１０

ま
で

○
乾
麺
５
０
０
袋
（
１
袋
５
０
０

ｇ
入
り
４
５
０
円
）
１
人
５
袋
ま

で□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・

８
３
８
０

２
７

公開している会議　傍聴のご案内
申し込み会　場日　時会議名

事前に電話で「市政
情報やまびこ」
（11７２４・８４０７）へ。

市役所本庁舎
地下特別会議室
（大）

４月１４日（月）
午前１０時～正午

町田市情報公開・
個人情報保護運営
審議会

大地沢青少年センター�
　  10月分の利用受付�

７８２・３８００�

◎予約はすべて電話受付です。�

1

4月5日から受付開始�

　

今
回
受
け
付
け
開
始
と
な
る
利

用
日
は
、　

月
１
日
〜　

日
で

１０

３１

す
。

※　

月　

日
及
び
火
曜
日
は
休
館

１０

１５

で
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数

の
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

○
申
し
込
み　

４
月
５
日
午
前
８

時　

分
〜
午
後
１
時
に
、
大
地
沢

３０
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・

３
８
０
０
）
へ
お
電
話
い
た
だ
い

た
方
を
同
着
と
み
な
し
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
結
果
は
、
電
話
連
絡

し
ま
す
。

　

午
後
１
時
以
降
は
電
話
先
着
順

の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
受
け
付
け
開
始
と
な
る
の

は
、　

月
１
日
〜　

日
の
利
用
で

１０

３１

す
。

※　

月　

日
、　

日
は
休
館
日
で

１０

２８

２９

す
。

※　

月
２
日
、
９
日
、　

日
、　

１０

１５

１６

日
、　

日
、　

日
は
小
学
校
自
然

２１

２２

教
室
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

月
５
日
〜
６
日
に
は
「
秋
の
ト

１０レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
９
月
分
ま
で
の
ご
予
約

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

最
寄
り
駅
・
バ
ス
停
ま
で
無
料

送
迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
夏
期
期
間
（
７
月　

日
〜
８
月

２８

　

日
）
の
申
し
込
み
方
法
は
本
紙

１９次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
４
月
１
日
か
ら
ど
な
た
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
朝
夕
２
食

２
０
０
０
円
で
お
食
事
を
提
供
し

ま
す
（
要
予
約
）
。

○
申
し
込
み　

４
月
１
日
午
前
８

時　

分
か
ら
自
然
休
暇
村
申
込
専

３０
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

 自然休暇村（長野県川上村）�
10月分の利用受付�

70120・55・2838
申 込 先�

（現地にフリーダイヤルでつながります）�

4月1日から受付開始�
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 後期高齢者医療制度について　11７２４・２１４４
国民健康保険について　11７２４・２１２４

◎町田市ホームページでも情報提供を行っています。
◎東京都後期高齢者医療広域連合のホームページ「東京いきいきネット」（http://www.tokyo-ikiiki.net）でも情報提供を行っています。
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国民健康保険
＋

介護保険
（７０歳未満の方がいる世帯）

国民健康保険
＋

介護保険
（７０～７４歳の方がいる世帯）

後期高齢者
医療制度
＋

介護保険

１６８万円８９万円
現役並み
所得者

８９万円７５万円一　般

４５万円
４１万円低所得Ⅱ

２５万円低所得Ⅰ

①４月４日（予定）に、４月から年金からの天引き（特別徴収）が開始される方

に対し「仮徴収額決定通知書」を送付します。この通知に記載の保険料額は、

平成１８年中の所得を元にして仮に決定した額になります（本決定額は９月下旬ま

でにお知らせする予定です）。

②平成２０年４月に特別徴収が行われない方には７月にお知らせする予定です。

　７５歳以上の方には「後期高齢者医療被保険者証」、６５歳以上の退職被保険者と

被扶養者の方には「国民健康保険被保険者証」を３月に配達記録郵便で送付して

います。ご不在の時は、「郵便物等お預かりのお知らせ」が差し置かれますの

で、郵便局にご確認のうえ、お受け取り下さい。

国
民
年
金
の

学
生
納
付
特
例
制
度
を

□問 保険年金課

　保険診療によって受けられる医療は７４歳以下の方と原則同じですが、後期高齢

者向けの新たなサービスが始まります。

　具体的には、糖尿病等の慢性疾患をお持ちの方は、ご希望に応じて、ご自身で

主治医を選んでいただくことができます。選んだ場合には、外来から入院、在宅

医療まで一貫して主治医が関わることができるようになります。なお、主治医は

自由に変えることができ、主治医以外の専門医にかかることも今までどおりでき

ます。また、お薬手帳の活用により重複投薬等を防ぎます。
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　同じ世帯の同じ健康保険に加入されている方について、健康保険と介護保険の

両方で自己負担が発生している場合に、これらを合わせた額について年額（８

月～翌年７月までの１２か月分）での基準額を設け、申請により超えた部分をお返

しします。

　この制度は平成２０年度から始まりますがお支払いは原則として平成２１年度から

になります。ご自身の負担額を把握するため、領収書等の保管をお勧めします。

　手続きの流れは、以下のようになる予定です。

①加入している介護保険に「自己負担額証明書」の交付を申請します。

②交付された「自己負担額証明書」を添えて、加入している健康保険（後期高齢

者医療広域連合や国民健康保険など）に「支給申請書」を提出します。

③介護保険、健康保険のそれぞれから限度額を超えた部分を支給します。

【高額医療・高額介護合算制度の限度額表】　
　今年度は、制度開始のため平成２０年４月から２１年７月までの１６か月分になりま

す。
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